
２０１９年度 ソニー幼児教育支援プログラム 

「科学する心を育てる」 
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黒と白の 2 色だ 

虫はチャックの袋

に入れるといいよ 

 虫博士に大きく見せて

もらったよ 
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１ はじめに 

  本園が「科学する心を育む」取組を始めて 3 年目を迎えた。小学校での仮園舎生活も最後の年となり、

今までの成果と課題を明確化してみた。生き物や自然物との関わりが深まり、子どもたちの中には着実に

生き物や自然の変化に気付く力が身に付き、疑問に思ったことを調べたいという意欲が高まってきてい

る。その欲求に応じられる環境づくりや教師の資質向上に努めてきたが、果たしてそれが適切であるか、

教師の自己満足で終わっていないかが課題として見えてきた。 

  そこで、今年は子どもの気付きを教師がどう受け止め、それをいかに展開して子どもの成長や発達につ

なげていくかを研究していきたいと話し合った。その為には教師が常に見通しをもち、子どもの姿を読み

解く力を育むことが大切だと考え、他園との交流や外部講師の活用、また園内研修の充実を図っていった。 

 

２「科学する心」の考え方と取組のテーマ 

  情報があふれるこの時代の中で、子ども達はともすれば知識だけは増えるが、体感できることは少なく

なっているように思う。また、知り得た情報を疑いもなく信じ、間違った知識のまま覚えてしまうことが

懸念される。 

  そこで今年は子ども達の中に育ちつつある「気付き」や「疑問」の力を発展させ、それを「経験」や「体

験」として身に付けさせていくには、子どもの中に今何が育っているのかを把握し、それに適した教師の

援助や環境構成が必要であると考えた。そして子どもたちが「どうなるんだろう」「ためしてみたい」と

いう気持ちを育むことで情報が体感に変わるのではと思う。 

  手立てとして子どものエピソード記録を収集し、教師間で共有し分析することで様々な視点から子ど

もの育ちや思いを読み解き、教師力の向上を目指した。分析の方法として科学する心が育つときに芽生え

る子どもの心の動きを整理し、どういった援助や環境構成を教師が行ったかを可視化していった。 

  また園の取組を情報発信することで家庭の理解と協力が得られ、相乗効果が生まれるのではと考え視

覚的に展示や掲示を工夫していった。 
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＜科学する心を育てる相乗作用＞ 科学する心を育てる取組の 

捉え方の変化 
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３ 実践報告                        

     いのちのつながり 

《カナヘビ探検隊～捕獲編》    

事例１  「あれはなんだ？」 ４月中旬            教師の援助  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２  「ワナ仕掛けたらええやん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５歳児 

 

 小学校の校庭で遊んでいる時に①A 児が素早く動く生き物を発見した。「先生、ヘビおった！」と言われ、み

んなで急いで見に行くが、ヘビにしては短く、長いしっぽが生えていた。そしてすぐにフェンスの外に逃げて

行ってしまった。②「これ、イモリちゃう？」と B 児が言う。「じゃあ、なんの生き物やったか図鑑で調べてみ

たら？」と教師が言うと、③いろんな図鑑を広げて調べ始めた。しばらくすると A 児が「さっきのカナヘビ

や！」と図鑑で見付け、喜んでいた。「どうしてカナヘビやって分かったの？」と教師が 

尋ねると、④「だって、さっきのやつと色とか模様とか一緒やで」「そうそう。しっぽの 

長さも同じやもんな」と一緒に調べていた子ども達も納得し、子ども達の頭の中の辞書 

にカナヘビ”という名前が加わった。 

 

子どもの心の動き 

 数日後、子ども達がカナヘビを捕まえようと諦めずに探している時に、B 児が①「じゃあ、ここにワナ仕掛けた

らええやん。」と言った。②「ほんまやな！」「じゃあ、木の枝とかで逃げられへんようにしたらいいんちゃう？」

「前見つけたとこの近くに作ろ！」など周りにいた子ども達も賛成し、話し合いながらワナづくりを始めた。 

すると、C 児が③「エサ置いとかなあかんのちゃう？カナヘビって何食べるんやろ？」とつぶやいた。周りにい

た子ども達全員が集まり、④「草やろ？」「いや木の近くで見たから木ちゃう？」「木なんて食べへんで。」と言い合

いになった。教師が「じゃあ、どうやって調べたらいいかな？」と投げ掛けると、「そうや！図鑑で調べたらいいん

や！」と口々に言い始め、図鑑を出して調べ始めた。 

 

 

カナヘビのワナ 

第１号 

そうや！図鑑で調べよ！ 

【考 察】 

 今までカナヘビにはあまり興味を示さない子どもが多かったが、見たことがない生き物と出会い、しっぽの

長さや素早い動きなどその形や動きに心を動かされ、一気に興味が広がっていったのだと思う。最初カナヘビ

を見たのは一瞬だったが、子ども達はカナヘビの色や模様、しっぽの長さなどの大きさを記憶しており、子ど

も達の観察力に驚かされた。また何か知りたいことがあるとすぐに教師に聞きに来る子どもが多かったので、

虫眼鏡や図鑑など自分達で調べる方法を提示して自分で調べられる環境を用意し、調べて分かる喜びへとつな

げていければと考えた。 

① 発見  ②気付き・疑問  ③探求・調査  ④納得・伝達・共有 

【考 察】 

 教師は最初に見付けた場所の近くでカナヘビを探し、捕まえられたらとしか想定していなかったので、子ども

達からワナを仕掛けようという柔軟な考えが出てきたことに驚いた。まだ一つの出来事についてどうしたらいい

のか教師や友達と一緒に考え、試してみようとする姿が見られるようになってきた。また、自分で図鑑で調べて

分かった経験から、何か分からないことがあれば人に聞くだけではなく、図鑑などを使って自分で調べてみよう

とする姿も見られるようになってきた。 

① 気付き・発見  ②試行・探求・調査  ③疑問  ④試行・探求・調査 
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ʙ̊３  「カȊȘȓのǨǵ੕し  ミミǺዻ」 4 உɶକ 

ʙ̊４  「カȊȘȓのǨǵ੕し ǢȪዻĬ」 4 உɦକ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ɩàと୿いてƋっƨŵĬCڤᦷǛᙸてǈると、ßଝ虫Ǜ᫢ǂる、ௗれᒬが׋  児が

「虫ってƜとはミミǺ᫢ǂるǜちǌƏᲹ」とᚕっƨŵ૙ࠖが「じǌƋ、ミミǺっ 

てƲƜư਺まえられるのかなᲹ」とբいかƚると、ĭD 児が「םのɶにおるって׋ 

ᦷに୿いてƋる！」とᛅし、ݱ学ఄのఄ庭のჿئǍஙのɦǛ੐ってǈるƜとに 

しƨŵしかし、ƲƜǛ੐ってもミミǺはおらƣपǜưいると、ĮE 児が「Ƌっ、

じいちǌǜのလưᙸƨƜとƋるưŵ」とᚕっƨŵ「じǌƋ、࠷ᆐ園のလ੕してǈ 

るᲹ」と૙ࠖが੩కし、įǈǜなư࠷ᆐ園のလのםのɶǛ੕してǈるƜとになっ 

ƨŵすると、လのɶからミミǺǛᙸ˄ƚるƜとがưƖ、İI 児が「ミミǺƞǜは、 

လのםがڤƖなǜǍŵ」とᚕっていƨŵ 

 လに

いƨよ！

Ƃ考 ݑƃ 

の঺ЎǍ性ឋもᢌם৑がᢌƏとئ、ưもӷじといƏᚪưはなƘםのɶと᠍っているが、ƲƜのםᦷには׋

い、そのםのɶに˰ǜưいるဃƖཋもᢌƏといƏƜとに܇Ʋもᢋは˳ज़ႎにൢ˄ƘƜとがưƖていてᭃいƨŵ

ཎにʖेǛᇌててڂ૗し、次はƲƏしƨらいいか考えƨ଺に、ᢅӊのᐯЎのኺ᬴しƨƜとからૼƨな考えǛ

ƖЈƤるщがƋるƜとがƞすがݰ 5 歳児だとज़じƨŵ考えてᚾしƨり、ڂ૗しƨりしƨኺ᬴Ǜ学Ƽへとጟƛ

ていƖƨいと࣬っƨŵ 

Ĭ ൢ˄Ɩ・ႆᙸ  ĭᚾᘍ・੕൭・ᛦ௹  Įˡᢋ・σஊ  įᚾᘍ・Ӓࣄ  İൢ˄Ɩ・ႆᙸ 

Ƃ考 ݑƃ 

 カȊȘȓǛᙸ˄ƚるƨめに、ஙのఌっƜǍᒬǉらなƲ᩿עにද目し、୍െとはᢌっƨᙻໜưᙸるƜとư、܇

Ʋもƨちは今まưൢ˄かなかっƨǢȪといƏנ܍にЈ˟えƨのだと࣬ƏŵカȊȘȓが虫Ǜ᫢ǂるƜとがЎかる

と、܇Ʋもᢋのɶưݱ虫Ǜᙸ˄ƚると、「ƜれはカȊȘȓ᫢ǂるǜかなᲹ」とカȊȘȓのǨǵとしてਵえるƜと

がفえてƖƨŵそれだƚ、カȊȘȓへのᐻԛ᧙心が᭗いᚰਗưƋり、Ɯの᪭から、「カȊȘȓもձʑƘかもしれ

ǜŵ」とカȊȘȓのᇌئになって考える܇ƲももЈてƖƨŵまƨ、ǢȪǛ᫫ᏋしてǨǵにしよƏといƏႆेがЈ

てƖƨƜとにᭃいƨŵ 

                   ƋるଐカȊȘȓǛ੕してɦǛᙸながらഩいていると、ǢȪのᘍЗǛ

ᙸ˄ƚƨŵĬB 児が「もしかしƨら、（カȊȘȓは）ǢȪも᫢ǂるǜちǌ

ƏᲹ」とᛅし、ĭǢȪǛ਺まえてᆰƖܾ֥のɶに入れるƜとにしƨŵそ

して「ȯȊにፗいとƜƏ！」とȯȊのئ৑にȐǱȄưᔟǛしてፗいてお

ƘƜとにしƨŵまƨ、ĮG 児が「ձʑいƨら᫩ǉƨめに൦もいるǜちǌ

ƏᲹ」とܾ֥に൦Ǜ入れ、それもፗいておƘƜとにしƨŵ 

次のଐ、ȯȊǛᙸにᘍƘと、カȊȘȓはいなかっƨが、ǢȪもいなƘ

なっていƨŵ܇Ʋもƨちは「カȊȘȓが᫢ǂƨǜǍ！」とٻᐻڠ！ちǐ

ƏƲǢȪの᫫い方が᠍っている׋ᦷがƋり、ǢȪにᐻԛǛもっƨ܇Ʋも

ᢋはį「ǢȪ᫫ってǈƨいŵ」「そしƨら、カȊȘȓのǨǵにもưƖるǍ

ǜŵ」と࿲のɶにםǛ入れ、ǢȪǛ᫫ってǈるƜとにしƨŵ 

൦がๆれへǜよ

ƏにᢃǅƏ！ 

カȊȘȓのȯȊ 

ᇹ２ӭ 

カȊȘȓがǢȪ

᫢ǂƨǜかなᲹ 

Ĭ ွբ・ႆᙸ  ĭᚾᘍ・੕൭・ᛦ௹  Įွբ・ႆᙸ・ᚾᘍ  į࠼がり・ขまり 
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事例５  「カナヘビのエサ探し アリ編②」 ４月下旬 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《カナヘビ探検隊～飼育編》 

事例１  「あこがれのカナヘビさん」 ５月下旬 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

【考 察】 

 春から追い求めてきたカナヘビに出会い、子ども達は大興奮で、食い入るように見ていた。虫眼鏡や観察ケ

ースでカナヘビを覗いた時に、肌の質感や目の大きさ、手の形など観察したが、子ども達の中で一番印象に残

っていたのは、心臓がドクドクと波打っている姿だった。以前バッタやダンゴムシなどの虫は虫眼鏡で見たこ

とがあったが、目で見て心臓が動いていると分かったのは初めてだったので、生きていることを実感し、印象

に残ったのだと思う。また、自分達で名前を付けることで一層愛着がわいてきたのだと思う。 

いつも花盛り！ 

 翌朝、登園して来た子どもがアリの様子を見に行くと、アリが 

全て死んでしまっていた。「なんで死んでしまったのかな？」と教師が尋 

ねると、①「ケンカして死んじゃったんちゃう？」「好きなエサがなかっ 

たんかな？」とそれぞれに考えていた。 

その後校庭に行き、もう一度アリの様子を観察してみると、②A 児が 

「分かった！色が違うからや。」と言った。みんなで地面をよく見てみ 

ると、③茶色と黒色のアリがいることに気が付いた。しかし④「でも、 

みんなお家一緒やから友達なんちゃう？」とまだ疑問に思っている子ども 

もいたので、「じゃあ、茶色と黒色のアリについていってみたら？」と教 

師が提案した。子ども達は茶色と黒色のアリについていき、巣を探して 

みることにした。すると、⑤茶色のアリは木の根元に巣があり、黒色のア 

リは地面の近くに巣があることが分かった。「お家が違うんや。」「仲間 

じゃないアリもおるんや。」と驚き、納得する姿が見られた。 

 そして⑥今度は同じ巣のアリだけを集め飼ってみることにした。すると翌日以降も生きているアリが多か

った。 

 

アリの色が違う！ 

【考 察】 

 アリが全部死んでしまったという事実からなぜ死んだのか子ども達自身で考え、それぞれに自分の意見を持

つことができる子どもが増えてきたように思う。教師自身も、地面にいるアリの色が違うことや違う巣のアリ

同士はけんかすることなど知らなかったので、改めて子どもたちの発想や着眼点の豊かさに感心し、自分の勉

強不足を反省した。 

① 疑問  ②気付き・発見  ③気付き・発見  ④疑問  ⑤広がり・深まり  ⑥試行・反復・探求・調査 

 ある日 A 児が家でカナヘビを捕まえ、幼稚園にもってきた。 

みんな憧れのカナヘビを目の前にして大興奮！飼育ケースの周 

りを取り囲み「目がかわいい。」「しっぽ長いな。」など特徴を観 

察しながら熱心にカナヘビの様子を眺めていた。「もっと詳しく 

見てみる？」と教師が観察ケースを用意すると、観察ケースを 

覗いて②F 児が「カナヘビの心臓ドクドク動いてる」と言った。 

③ほかの子どもも「ほんまや！動いてる。」「生きてるってことや 

な。」と共感していた。 

 “カメックス”と名付け、クラスで飼ってみることにした。 

 

① 気付き・発見  ②発見  ③伝達・共有 

心臓ドクドク

動いてる 

4

 

アリの巣

発見！ 
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 ʙ̊２ 「ついに਺ྒ！カȊȘȓƞǜ」 ５உɦକ 

ʙ̊３  「ڤƖな᫢ǂཋ˴Ǎろ」 Ჰஉɶକ 

 

 

 

 

 

 

 ૠଐ後、ついにఄ庭ưカȊȘȓǛ਺まえるƜとがưƖƨŵ܇Ʋもᢋは、ĬˌЭȯȊǛˁੑƚていƨᡈƘư

਺まえƨのư、「Ǎっƺりな！ƜƜに˰ǜƲっƨǜǍ！」とᐯЎᢋのᙸᇌては᧓ᢌっていなかっƨǜだとᄩ̮

し、ᐯॸൢに૙ࠖǍݲ࠰児、保護者にˡえるۋがᙸられƨŵ 

 ɟҒ目とӷじ᫫ᏋǱーǹに入れてǈると、܇Ʋもᢋが 

ĭ「ƋれᲹなǜかƜの܇೉ಮがᢌƏư」「ǄǜまǍ、ᢌƏŵ」 

と೉ಮǍٻƖƞがᢌƏƜとにൢが˄いƨŵなƥӷじカȊȘ 

ȓư೉ಮがᢌƏのかクȩǹưᛅしӳってǈƨŵ 

・ȡǹとǪǹのᢌい 

 Ʋものᢌい܇ʴとٻ・

・ᆔ᫏のᢌい 

なƲॖᙸがЈƨŵ 

ЈてƖƨॖᙸǛもとに、׋ᦷưᛦǂてǈるが、ᛇ 

しいऴ報は᠍っておらƣ、「׉っƨなƋŵƲƏǍ 

ってᛦǂるᲹ」と૙ࠖがݮƶると、Į「お൐ƞǜの 

ǹマțưᛦǂてǈるǘ！」と܇Ʋもᢋがᚕい、Ǥ 

ȳǿーȍットのऴ報も෇ဇするƜとにしƨŵ 

 

೉ಮがᢌƏ！ 

Ƃ考 ݑƃ 

  இИにȯȊǛˁੑƚていƨئ৑ưカȊȘȓǛ਺まえるƜとがưƖ、܇ƲもᢋはᐯЎᢋのᙸᇌてが᧓ᢌいư

はなかっƨとᐯ̮がつƖ、よりɼ˳ႎにဃƖཋに᧙ǘるよƏになっƨŵまƨဃƖཋǛよƘᙸるよƏになり、ݱ

ƞなᢌいにもൢ˄ƘƜとがưƖるよƏになってƖƨŵそしてဃƖཋについてᛇしƘᛦǂるƨめには、׋ᦷだƚ

ưはऴ報᣽がឱりƣ、൭めていƨሉえにƨƲりბƚなかっƨのư、保護者にңщしてもらいǤȳǿーȍットǛ

ဇいてऴ報Ǜࢽƨŵွբに࣬っƨƜとにݣしてʖेǛᇌて、ᐯЎの考えǛもてるよƏになってƖƨのư、Ɯの

᪭からクȩǹưのᛅしӳいのئǍႆᘙのئǛᆢಊႎにᚨƚƨŵᐯЎの考えǛᚕᓶưӐᢋにˡえƨり、Ӑᢋのᛅ

ǛᎥいƨりưƖるよƏにしていƖƨいと࣬Əŵ 

Ĭ ᚾᘍ・੕൭・ኛࢽ  ĭൢ˄Ɩ・ွբ・σஊ・ขまり  Į੕൭・ᛦ௹  

                 カȊȘȓǛ਺まえてƖƨĬA 児が「カȊȘȓなǜの虫᫢ǂるかЎからへ

ǜŵ」と׉っていƨŵ̩ Э׋ᦷưᛦǂƨのư、カȊȘȓが᫢ǂるཋは虫だと

Ўかっているが、Ʋǜな虫ưも᫢ǂるのか、˴がڤƖなのか、Ўからなか

っƨのưᛦǂてǈるƜとにしƨŵしかし、ᛦǂてǈるが׋ᦷにもȍットに

もƋまりᛇしƘ୿いていなかっƨのư、「ɟࡇカȊȘȓƞǜにƋƛてǈƨ

らᲹ」と૙ࠖがᛔい、ĭ実ᨥにカȊȘȓにಮŷなᆔ᫏の虫Ǜɨえて᫢ǂる

ಮ܇ǛᙸるƜとにしƨŵ 

まƣ、ǢȪǍミミǺ、ȀȳǴムシなƲǛカȊȘȓにɨえてǈるが、μƘӒࣖƤƣ᫢ǂなかっƨŵ܇Ʋもᢋは

「ƋれᲹǢȪμ໱᫢ǂへǜなŵڤƖじǌないǜかなᲹ」とɧ࣬ᜭそƏにᙸていƨが、Į「じǌƋ次は˴Ƌƛて

ǈよᲹ」とカȊȘȓのӒࣖにᐻԛ඾ŷだっƨŵ次にǬǛƋƛてǈると、Ȕクっと᫊ǛѣかしてӒࣖしƨが、᫢

ǂはしなかっƨŵ 

 Ƌるଐ、˳Ꮛ᫾から࠙ってƘる଺にクȢǛᙸつƚƨŵį「ƜのクȢ、カȊȘȓにƋƛてǈよ！」ともって࠙

ってカȊȘȓにɨえてǈると、目のЭưȑクっと᫢ǂƨŵ「カȊȘȓがクȢ᫢ǂƨ！」と܇ƲもᢋはٻշƼだ

っƨŵ 
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《カナヘビ探検隊～いのちのつながりへ》 

事例１  「なんか顔が違う」    6 月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考 察】 

  初めてのケムシとの出会いに子ども達は興奮気味で毎日手に乗せてはしゃいでいた。ケムシは動きも

速く、歩く姿も独特で一層子どもの興味を引いたのだろう。ケムシにはかわいそうなことをしたが、ケム

シの毛が抜けることも初めて知り貴重な経験になった。毛虫の毛が抜けたらアオムシになるという発想

は意外すぎて、子どもの発想力の広さに脱帽した。 

事例３  「虫博士にお手紙出そう」 ６月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考 察】 

 子ども達はカナヘビがエサを食べない現実に直面して、最初は困っていた。しかし、まずは何でも試してみ

たらよいことが分かると、自分達で考え、試行錯誤しながらやってみようとする姿が見られるようになった。

なかなか食べる虫が特定できなかった分、カナヘビがクモを目の前で食べたときの喜びは大きかったと思う。

その後はカナヘビが食べてくれるのが嬉しくて、小虫を見付けては、カナヘビに与えようとする姿が見られた。 

① 疑問  ②試行・探求・調査  ③試行・反復・調査  ④試行・反復・調査  ⑤探求・広がり・深まり 

 ある日、降園時に子ども達が「カナヘビや！」と側溝にいた“カナヘビ”を捕まえた。①しかし、よく見て

みると、顔や手の形が違い、触った身体の感触が違う。「先生、これなんか顔が違う。」子ども達が不思議に思

いながら触っていると、「あっ！しっぽ取れた！」との声がした。初めてしっぽが取れたところを見て、「しっ

ぽまだ動いてる」「うわぁ、気持ち悪い」と驚く子ども達。その様子を見て、②A 児が「これカナヘビじゃない

んちゃう？違う種類ちゃう？」と言った。「じゃあ、明日みんなで調べてみよか。」と教師が提案すると、子ど

も達も同意して家に帰った。 

 次の日③A 児が「先生、昨日のわかったで！」と家の図鑑をもってきてくれた。「あんな、これ“ヤモリ“っ

ていうんやで」とみんなに図鑑を見せた。「ほんまや。図鑑と顔が一緒やな」④「でも、カナヘビと一緒のペー

ジに書かれてるから仲間なんちゃう？」と発見があり、カナヘビと一緒の飼育ケースに入れて飼ってみること

にした。 

 しかし、その日の夕方にヤモリが死んでしまった。 

「なんでヤモリは死んでしまったのかな？」と教師 

が問い掛け⑤クラスで話し合うと、 

・カナヘビにえさを横取りされた、けんかしたから 

・しっぽが治らなかったから            

・上に登って落ちて石で頭をぶつけたから 

・裏を向いてもとに戻れなかったから 

などの意見が出た。子ども達は、かわいがって 

飼育している生き物が死んでしまったことに 

ショックを受け、悲しむ子が多かった。⑥B 児が 

「お墓作ろう」と言い、みんなで近くの植木の下に穴を掘って 

埋めることにした。「お花取って来よう」「お見舞い(お参り)しよ」と他の子ども達も自然と手を合わせて、死を

悲しむ姿が見られた。 

 

 

 

ヤモリ 

さん… 

お墓作ろう… 

ヤモリって

言うんやで 

【考 察】 

 子ども達は、カナヘビだと思って捕まえた小動物がヤモリという生き物だったことにとても驚いていた。教

師は色や形がよく似ているのにも関わらず、手や体の形、特に顔の違いまで気付いていたことに驚いた。それ

だけカナヘビをよく観察し、愛情をもって世話をしているのだと実感した。また、ヤモリが死んでしまった理

由を考えた時に、カナヘビは飼育ケースの壁には登れなかったがヤモリは登れたという事実をもとに、ヤモリ

は飼育ケースに登れるから落ちて死んでしまった、という推測を立てていることに驚いた。様々な体験から、

理論立てて考えることができるようになっていると思った。この頃からクラスの話し合いの中でも様々な視点

から意見が出てくるようになってきた。そして、このヤモリの死から子ども達は生と死、命について少しずつ

考えるようになっていった。 

① 気付き・疑問 ②疑問 ③気付き・発見 ④発見・疑問 ⑤試行・調査・共有・伝達 ⑥試行・深まり 
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ʙ̊２  「クȢ、カȊȘȓにƋƛるᲹᡜがすᲹ」  Ჰஉɶକ 

ʙ̊ 3  「カマǭȪのហちǌǜはƲƏしよƏᲹ」  

  

 しƹらƘして家ưカȊȘȓǛ਺まえてƖƨ܇Ʋももおり、4 ҒのカȊȘȓǛȡǹとǪǹにЎƚて᫫ƏƜとに

なっƨŵそしてそのЎǨǵがƨƘƞǜ࣏ᙲになっていƨŵ 

 そǜなƋるଐ、ĬC 児がႇ園ɶにクȢǛᙸ˄ƚてǈǜなのЭư 

「カȊȘȓのǨǵにするƨめにクȢǛもってƖましƨŵ」とኰʼ 

しƨŵするとĭI 児が「ưも、クȢƞǜ᫢ǂƨらかǘいそƏŵ」 

とᚕっƨŵそのɟᚕǛƖっかƚにĮクȢǛᡜがす෉とカȊȘȓ 

のǨǵにする෉ưクȩǹがჇっʚつにлれ、ٻᜭᛯがڼまっƨŵ 

「もしかしƨら、クȢにもお൐ƞǜとかお༵ƞǜがおるかもしれ 

へǜưŵ」「܇Ʋもƨちが࠙ってஹおへǜなって心ᣐしとるかもǍ 

からᡜがそƏŵ᫢ǂƨらかǘいそƏŵ」といƏॖᙸがЈると、「ư 

も、ǨǵなƘてカȊȘȓരǜだらƲƏするǜᲹ」「そǜなǜカȊȘȓ 

もかǘいそƏǍǜŵ」といƏӒॖݣᙸもЈてᜭᛯが白༏し、なかなかኽᛯがЈなかっƨŵ 

そƜư、「じǌƋ今ଐはクȢǛもってƖƨ C 児にൿめてもらƏƜとにするᲹ」と૙ࠖが੩కすると、܇Ʋもᢋ

もኛࢽしてӖƚ入れƨŵC 児はपǈながら、カȊȘȓのǨǵにするƜとǛᢠ৸しƨŵշƿ܇Ʋももいれƹ、ኽ

ௐにኛࢽいかƣතƖЈす܇Ʋものۋもᙸられƨŵ 

 

Ⴧгに

ᛅしӳいɶ 

Ƃ考 ݑƃ 

Ʋもᢋは܇  C 児のႆᚕǛƖっかƚに、今まưカȊȘȓのǨǵだと᠉Ƙ考えていƨクȢなƲのݱ虫にもԡがƋ

るといƏʙ実にൢ˄いて、ԡのٻЏƞについて考えるよƏになっƨŵ૙ࠖᐯ៲、ƜƜまưᜭᛯが白༏するとは࣬

っていなかっƨのưᭃƖがٻƖかっƨŵ܇ƲもᢋはそれǄƲჇгにクȢとカȊȘȓといƏʚつのԡと向Ɩӳい、

考え、ᛅしӳっƨのだとज़じƨŵまƨ、ǈǜながኛࢽするኽௐǛ੕すのがᩊしƘ、すƙにኽᛯがЈるբ題ưもな

かっƨのư、૙ࠖᐯ៲もᡕってしまっƨŵしかし、ኽᛯがЈなƘてもǈǜなưԡについて考え、଺᧓Ǜかƚてᛅ

しӳƏᢅᆉが܇ƲもᢋにとってٻƖな学Ƽになっƨのだとज़じƨŵ 

Ĭ ˡᢋ・σஊ  ĭൢ˄Ɩ・ႆᙸ  Įˡᢋ・σஊ・࠼がり・ขまり 

                  ૠଐ後 A 児がৎٳᢂƼの଺にカマǭȪのហちǌǜǛᙸ˄ƚƨŵすると、

Ĭ「ႆᘙǿǤムưカマǭȪのហちǌǜǛǨǵにするかǈǜなưൿめƨいŵ」

とᐯЎからᚕってƖƨのư、今ࡇはカマǭȪのហちǌǜǛǨǵとしてカȊ

ȘȓにƋƛるか、ᡜがすかǈǜなưᛅしӳƏƜとにしƨŵ 

ĭஇИは、「Ꮛてて、ٻƖƘなっƨら᫢ǂƨらᲹ」なƲૼしいॖᙸがЈ

ƨり、Эׅと٭ǘらƣᡜがす෉とカȊȘȓのǨǵ෉にǄǅӷじȡȳȐーư

Ўかれƨりしていƨが、「カマǭȪまだហちǌǜǍưŵお൐ƞǜおるǍろ

ƏからかǘいそƏŵ」「ମଐもクȢƋƛƨǍǜŵもƏおᐃいっƺいǍưŵ」

なƲᡜがす෉のॖᙸǛᎥいているƏちに、「ǍっƺりǅƘᡜがす方にす

るŵ」とॖᙸが٭ǘる܇ƲもがЈڼめƨŵᡜがす෉はૠưはٶƘなっƨが、

まだኛࢽがいっていない܇Ʋもがいƨのư、இኳႎに今ׅもカマǭȪǛᙸ

˄ƚƨ A 児にൿめてもらƏƜとになっƨŵA 児はカȊȘȓǛஇИに਺ま

えɟဪよƘɭᛅǛしていƨのư、ʙ̊５のクȢのᛅしӳいưは、カȊȘȓ

のǨǵにしƨいとࢍƘɼࢌしていƨŵĮपǜだኽௐ、A 児はᡜがすƜとǛ

ᢠ৸し、ИめてǨǵとして਺まえƨ虫ǛᡜがすƜとになっƨŵそして、カ

ȊȘȓのǨǵ෉の܇Ʋもも A 児のॖᙸǛᎥƖ、እႺにӖƚ入れኛࢽして

いƨŵ

 

ᡜしƨƛよ！ 

7

 

クȢがかǘいそƏ… 
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事例４  「生きるために食べてるんやな」  7 月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考 察】 

 事例２の経験から一つ一つの命と向き合って、命の大切さを子ども達なりに考えた。今回は、最初は意見が

分かれたが、友達の意見を聞いて自分の意見を変えることができる子どもが増えてきた。特に A 児に関して

は、事例２の話し合いでは「カナヘビが死ぬのは絶対嫌や。」とカナヘビのエサにしようと強く主張して譲らな

かったので、教師は今回もカナヘビのエサにしたいのだろうと思っており、逃がす選択をしたことに驚いた。

カナヘビの飼育を通して様々な立場になって物事を考えられるようになり、思いやりの心が育っているのだと

感じた。 

① 伝達・共有  ②反復・探求・共有・深まり  ③深まり・納得 

生き物の絵本を見ていた①D 児が「カナヘビってテントウムシ食べるんや！」と言うと、②A 児が「でも、

カナヘビって固いもん食べへんで。テントウムシは食べへんのちゃう？」と言い、二人で一緒に絵本を読み進

めることにした。すると、絵本の中でカナヘビがテントウムシを吐き出す場面があり、③「ほら、やっぱり、

カナヘビはテントウムシ食べへんのや」「ほんまや」と A 児の意見に D 児も共感していた。 

そして④A 児が「他にもないか探してみよ」と言ったことをきっかけに、 

周りにいた子ども達が集まり、⑤みんなで生き物のシリーズの絵本を並べ 

てみることにした。すると、⑥「見て！トカゲがカマキリの赤ちゃん食べて 

る！」「カマキリはダンゴムシ食べてるで」「バッタの赤ちゃんはクモに 

食べられてる」「でも、クモはカナヘビに食べられるよな」とそれぞれに 

食べたり、食べられたりすることに気が付 

いた子ども達。「みんな命を頂いて生きてる 

んやね。」と教師がつぶやくと、⑦「ほんまやな」 

「みんな生きるために食べてるんやな。」と 

子ども達も話していた。 

みんな食べてるんやな… 

① 気付き・発見  ②疑問  ③気付き・発見  ④試行・探求・調査  ⑤調査  ⑥気付き・発見・調査 

⑦気付き・広がり・深まり 

【考 察】 

 今までカナヘビを飼育して様々なことを試した経験から、絵本の内容をそのまま信じるのではなく、自分が

体験してきたことを基に考え、疑問をもつことができるようになってきた。そして、その見立てが適当なもの

ではなく、次第に的を得てきていることに驚いた。 

子ども達は絵本を並べて、絵本の中に出てくる生き物と生き物を比較してみることで、食べたり食べられた

りする関係があるということに気付いたのだと思う。特にカナヘビに食べられてかわいそうだと思っていたク

モがバッタの赤ちゃんを食べようとする場面に衝撃を受けていた。子ども達はこの事例を通して、生きるため

に食べる、生きるために別の命をいただいているということに気付くことができ、より学びを深めることが出

来たのだと思う。 
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ʙ̊５  「ƋりがとƏŵカȊȘȓƞǜ」   7 உɶକ 

 

 

 

 

 

 Ჱஉに入り、࣯に୛ƘなってƘるとカȊȘȓがᇌてዓƚに２Ғ 

രǜưしまっƨŵஇИは「ݏてるだƚちǌƏᲹ」とരǜだƜとǛ 

ᛐめƨƘない܇Ʋももいƨが、ĬF 児が「もƏ、心ᐥȉクȉクして 

ないư」とᚕっƨƜとưカȊȘȓがരǜưしまっƨƜとにൢ˄Ɩ、 

बしǜưいƨŵしかし、ĭǨǵǛɨえているのに᫢ǂƣにരǜưしま 

っƨƜとにွբǛᙾえƨ܇ƲもᢋŵĮǈǜなưなƥരǜưしまっƨの 

かᛅしӳってǈると、「（Ǩǵが）クȢじǌなかっƨからじǌないᲹ」 

「ưも、ЭはȐッǿも᫢ǂてƨǍǜ」「൦がݲなかっƨǜかな᳸Ჹ」 

「୛かっƨǜかな」とಮŷなॖᙸがЈƨが、įD 児が「もƏᡜがしƨ 

ƛよ」とᚕっƨŵɧ࣬ᜭとӒॖݣᙸがЈƣ、「Əǜ」「ᡜがしƨƛよ」とǈǜなưカȊȘȓǛᡜがすƜとにൿめ

ƨŵᡜがす଺になると、ݲし݁しがっている܇Ʋもがいƨのư、「じǌƋ、இ後にカȊȘȓƞǜのዋ੨いてƞ

よならするᲹ」と૙ࠖがᚕƏと、F 児が「Əǜ！そしƨら、ዋᙸてカȊȘȓƞǜ࣬いЈƤるもǜな」とᚕい、

˂の܇ƲもᢋもӷॖしてカȊȘȓのዋǛかƘƜとにしƨŵ 

 ዋǛかƖڼめるとİ「ᙸて！ǈǜなかいƨ！」とരǜưしまっƨカȊȘȓも入れてかいƨ A 児、カȊȘȓ 

がڤƖなクȢǛɟደにかいƨ J 児、「ᐾǛѣかしてǨǵ᫢ǂてるとƜろ」とカȊȘȓのཎࣉǛਵえてかいƨ B 

児なƲそれƧれग़にๆれƨዋǛかいていƨŵ 

 

 

 

 

 

 

  

そして、ǈǜなư᫫ᏋǱーǹのƾƨǛ᧏ƚてᑶّのɦにカȊȘȓǛᡜがしƨŵ 

すると、ͪ໱にもښの方からトカǲが᫊ǛЈしƨŵそれǛᙸて܇Ʋもᢋは 

「Ƌっ！だǜなƞǜǍŵᡇえにஹƨǜかな」「いǍ、ƜのカȊȘȓはǪǹǍから 

お۫ƞǜǍǜ」「まだ࠙ってஹへǜなって（お൐ƞǜが）ᡇえにஹƨǜちǌƏᲹ」 

とஇ後まưカȊȘȓのཋᛖǛे΂しながらᇰ᫊ưᙸᡛるƜとがưƖƨŵ 

心ᐥȉクȉ

クしてないŵ

カȊȘȓര

ǜじǌっƨ

ǜǍ… 

A 児のዋ J 児のዋ B 児のዋ 

Ĭ ൢ˄Ɩ・ႆᙸ  ĭွբ  Įᛦ௹・੕൭・ˡᢋ・σஊ  įኛࢽ  İൢ˄Ɩ・ˡᢋ・࠼がり 

Ƃ考 ƃݑ

இИはڤٻƖなカȊȘȓがരǜưしまっƨƜとǛᛐめƨƘない܇Ʋももいƨが、F 児のႆᚕưஇИにカȊȘ

ȓǛ虫აᦟưᙸƨ଺はȉクȉクѣいていƨ心ᐥが、ѣかなƘなっているƜとに܇ƲもᢋはരǛ実ज़していƨŵ

ᇌてዓƚに᫫っていƨカȊȘȓがരǜưしまっƨƜとǛबしǈ、ွ բǛᙾえƨ܇Ʋもᢋは D 児のႆᚕǛƖっか

ƚに、Ɯのままưいいのか、ᡜがしてƋƛƨ方がいいのưはないかと考えڼめƨŵᐯЎᢋはもっと᫫ってǈƨ

が、カȊȘȓにとってよいのはƲちらだろƏか、とカȊȘȓのᇌئにᇌって考えるƜとがưƖるよƏになって

いƨŵǈǜなの心がɟつになり、ᡜがすƜとにӒݣする܇Ʋもがいなかっƨのだと࣬Əŵまƨ、இ後にかいƨ

ዋはരǜưしまっƨカȊȘȓもɟደにかいてƋっƨり、いつもはݲしዋがᒊ৖な܇Ʋももɠݗに色がرってƋ

っƨりして、カȊȘȓにݣしてज़ᜓǍग़ऴの࣬いがࢍƘज़じられƨŵ 
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Mｙカブトムシ・プロジェクト 

 

事例１  「これってなんの幼虫？」 ４月上旬             教師の援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２  「カブトムシってウンチするんや」 ４月中旬～5 月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このチョウだ！ 

５歳児  

 

 保護者からカブトムシの幼虫をたくさん譲っていただけることに 

なり、一人一匹ずつ育ててみることにした。最初はカブトムシの幼 

虫を見たことがない子どもが多く、①「これってなんの幼虫？」と 

興味津々だった。教師もあえてカブトムシとは言わずに、「何になる 

のかな？」と答えた。②「プニプニしてかわいい」と抵抗なく触れ 

る子どもや「ちょっと怖い。気持ち悪い」と興味はあるのだが触る 

のには抵抗がある子どもなど反応は様々だった。 

 一人一匹なので、自分で幼虫に名前を付けた。「アオくん」「ピンクちゃん」など色や「らっきーちゃん」な

ど自分の好きな言葉が多かった。③また、メス・オスの区別がまだついていないのだが、自分で「オスがいい

な！」「メスがいい」と“ちゃん”や“くん”など名前に付けている子どもが多かった。 

 

【考 察】 

 カブトムシは見たことがあるが幼虫を見たことがない子どもが多かったので、敢えて答えを言わなかったこ

とでより興味関心が高まり、育ててみたいという意欲に繋げられたのではないかと思う。そして後日、自分達

で図鑑を使って調べた時にカブトムシだと分かり、自分で調べた喜びや満足感に繋げることができてよかった

と思う。また一人一匹カブトムシを飼えるという恵まれた環境もあり、子ども達は自分だけのカブトムシに心

を惹かれ、愛着をもって大切に育てる姿勢が出たのだと感じた。名前付けも自分の子どものように悩んで、嬉

しそうに付けていたのが印象的だった。そこで“ちゃん“か“くん”かなどからメスやオスの違いなどに興味

が出てきたように思う。 

① 疑問  ②気付き・発見  ③気付き・発見 

                飼い始めてしばらくすると、飼育ケースの上の方に黒くて小さな土の塊の

ようなものが出てきた。①C 児が「先生、この黒いの何？」と尋ねたので、

新聞紙の上に土をひっくり返して見てみることにした。すると、土の中から

も土の塊のようなものたくさん見つかった。②「もしかしてたまご？」など

予測を立てていたが、カブトムシに詳しい E 児からカブトムシのウンチだと

教えてもらい、とても驚いていた。F 児は「カブトムシもウンチするんやな」

と初めて知ったようだ。 

                ５月頃、いつものようにカブトムシのウンチを取って掃除をしていると、

③H 児が「先生、カブトムシが下痢してます」と心配そうに駆けてきた。カ

ブトムシの幼虫を見ると、おしりから茶色い液体を出していた。④「なんか

お腹痛そう」「えっ？病気なんかな？」とみんな心配になり、翌日に来園さ

れた人と自然の博物館の八木先生になぜ下痢をしたのか質問してみた。そし

て八木先生に「詳しいことは分からないが、おそらくサナギになる前に体の

中の悪いものを出そうとしているのだろう」と教えていただき⑤「良かった。

病気じゃないんや。でもカブトムシって下痢もするんやな」と安心したよう

だ 

 

お
腹
痛
い
？ 

① 疑問・試行・調査  ②試行・探求・調査  ③気付き・発見  ④気付き・探求・調査  ⑤納得 
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子どもの心の動き 
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事例３  「ぼくのカブトムシは・・・？」 ７月上旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例４  「カブトムシで遊ぼう」 ７月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

a 

 

 

 

【考 察】 

子ども達は世話をしている途中で現れた小さな土の塊が幼虫のウンチだということに驚いていた。特に幼虫

がウンチをすると思っていなかった子どもが多かったので、目の前で幼虫がウンチをする様子を見て「ほんま

にウンチするんやな」と実感していた。ウンチを手に載せて触ったり、匂ってみたり、数を数えてみたりそれ

ぞれが数や形にも興味をもって関わる姿が見られた。また自分たちでウンチの違いに気付き、なぜ違うのか考

えることで想像力や考察力が育ってきていると感じた。 

 梅雨が明け、急に暑くなってきたある朝。幼稚園の廊下にオスのカブトムシが脱走していた。このカブトム

シを教師が紹介すると、「僕のかも！」「私のちゃう？」と久しぶりに自分達のカブトムシを見てみることにし

た。 

すると、「あっ！私のカブトムシになってる！」「ぼくもや！」とあちこちで喜びの声が聞かれたが、①B 児

が「僕のカブトムシおらん…」とつぶやいた。 

見てみると、②B 児の飼育ケースにはサナギの部屋はあるのだが 

サナギもカブトムシもいなかった。B 児は「土に溶けちゃったんかな」 

と話していたが、土をひっくり返して探してみると、中からカブトムシ 

になりかけて止まってしまったサナギが出てきた。「カブトムシにうまく 

なれへんかったのかな？」「なんでやろな」「せまかったんちゃう？」と 

周りにいた子ども達も不思議そうに見ていた。 

 
トイレットペー

パーの芯で作れ

るサナギの部屋 

【考 察】 

ついに春から育てていた幼虫がカブトムシになったことを子ども達はとても喜んでいた。特に自分が名前を

付けて育てたカブトムシということで喜びが倍増し、嬉しそうに保護者に見せて家にもって帰る子どもが多か

った。その中で上手く羽化しきれなかったサナギもおり、B 児は残念そうだった。子ども達にとってサナギか

ら羽化できずに死んでしまう場合もあることを知るよい機会になったと思う。教師はサナギからカブトムシに

なる過程を子ども達に見せてあげたいと思っていたが、その方法が分からず羽化するまで何もできなかった。

その後トイレットペーパーの芯を切って外から見ることができるサナギの飼育方法を知り、いつか実践したい

と思った。 

① 気付き・発見  ②気付き・発見・疑問・探求・調査・共有 

 カブトムシが孵り、大喜びの子ども達。登園後すぐにカブトムシを見たり、触ったりして遊んでいた。 

F 児は自分のカブトムシを触りたいようだが、以前カブトムシに足で引っ掻 

かれた経験から怖くて触れないようだった。そこで「E ちゃん先生に教えて 

もらおう」と教師が提案し、①カブトムシに詳しい E 児に触り方を教えても 

らうことにした。オスは小さい角の方をもつとよいことを教えてもらうと、 

F 児はおそるおそる触りながらもつことができた。 

 A 児を中心に粘土でカブトムシをつくって遊んでいた。 

角や体などカブトムシによく似ているが、足の数が 4 本だ 

ったり、角が変な所から生えていたり曖昧な点が多かった。 

後日、カブトムシをよく観察して自分だけの理想のカブト 

ムシをつくる機会を設けた。すると②子ども達のつくるカ 

ブトムシも足が 6 本になり、目や角の小さいギザギザなど 

細かい部分まで再現できるようになっていた。 

A 児の作品の変化 
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Ƃज़ ेƃ 

かっƨŵٶƲもが܇Ɩư˴ʙにもᐻԛ᧙心Ǜᅆすڤからの取組もƋり、虫ǍᒬᑶなƲဃƖཋがࡇ࠰Ʋもᢋはମ܇

そして 4 உにఄ庭ưᙸƨɟҒのカȊȘȓから今ࡇ࠰の取組がڼまっƨŵ૙ࠖᐯ៲カȊȘȓǛ᫫ƏƜとになるとは

࣬いもしなかっƨが、܇Ʋもᢋは今まưᙸƨƜとがないဃƖཋにᐻԛǛもち、ᐯらཋᛖǛᡶめていっƨŵ 

 今࠰の取組としては、ᚾᘍᥴᛚǍᛅしӳいが課題にਫƛられると࣬Əŵཎに「カȊȘȓ」といƏƋまりᬘ௨ǈ

のないဃƖཋǛ᫫いڼめƨƜとư、᫫い方Ǎ᫢ǂཋなƲ܇Ʋもᢋの៲ᡈにƋる׋ᦷにはᛇしƘ᠍っておらƣ、Ǥ

ȳǿーȍットのऴ報Ǜ෇ဇしƨり、実ᨥにᐯЎƨちưᚾしてǈƨりしてᚾᘍᥴᛚしながら܇ƲもᢋはಮŷなƜと

Ǜ学ǜưいっƨŵ 

まƨカȊȘȓはဃ᫲Ǜ᫢ǂるƜとから、᫢ǂられる虫のᇌئになって考え、ǈǜなưǨǵの虫ǛƲƏするか˴

ЏƞǍつながりにൢ˄ƘƜとがưƖƨのだと࣬ƏŵƜれはμ˳のテーマưƋるٻƲもᢋはԡの܇、もᛅしӳいࡇ

「ƨめしてǈよƏ」につながっているŵᚾしƨኽௐƲƏだっƨから次はƜƏしよƏなƲ、ᛅしӳっƨり考えƨり

するƜとư次ᇹに܇ƲもᢋɟʴɟʴがᐯЎの考えǛもち、ॖഒǛもって取り組めるよƏになってƖƨŵ 

 今࠰の取組Ǜᡫして܇ƲもᢋがᐯЎƨちư「Ǎってǈƨい」「ƨめしてǈよƏ」といƏॖഒがඖƘ࿢ؾƮƘりの

ƨめには、૙ࠖᐯ៲がಮŷなものにᐻԛǛもち、ࠢ࠼いჷᜤǛࢽるƜとがとてもٻЏだとોめて学ǜだŵそして、

 Ǜ保護者にႆ̮していƘƜとư、Ⴛʝに学ƼǛขめていƚるのだとज़じƨŵ܇Ʋもᢋのൢ˄ƖǍ取組のಮ܇

 

 

 

Ƃ考 ݑƃ 

 ƲもᢋはᐯЎưᏋてƨカブトムシにग़ბǛもって᧙ǘっていƨŵᚑるのǛࣨが܇ 

っていƨ܇Ʋももカブトムシのᚑり方Ǜ૙ࠖからᎥƘのưはなƘ、Ӑᢋから૙えて 

もらƏƜとưᐯЎもưƖるかもしれないとज़じ、џൢǛЈしてᚑれるよƏになっƨ 

のだと࣬Əŵまƨέဃとなって૙えƨ܇Ʋもにもᐯ̮がつƖ、ᐯЎからӐᢋに٣Ǜ 

ੑƚて૙えるۋがᙸられるよƏになっƨŵቬםの҄٭ưは୍െカブトムシとᚑれӳ 

っƨり、ᙸƨりするだƚưはද目していないᢿЎがƋるのư、カブトムシの目Ǎᚌ 

のˮፗ、ឱのૠ、˳のᘻͨなƲᚇݑする଺᧓ǛᚨƚƨŵॖᜤするƜとư܇Ʋもᢋは 

じっƘりᚇݑしてカブトムシのཎࣉǛਵえ、ቬםǍዋưᘙྵするƜとがưƖるよƏ 

になっƨŵ 

Ĭ ˡᢋ・σஊ・ਪ৆  ĭൢ˄Ɩ・ႆᙸ・ˡᢋ・࠼がり 

 すもƏٻ˟ 

Ǐめの 

カブトムシƮƘり 
 

Ƃその˂の取り組ǈƃ 

Əǜちのᜋ ȡǹ・Ǫǹのᢌい

ǳǪロǮのƏǜち 

えƞǛƨƘƞǜ

Ƌƛてǈƨ 
Əǜちしƨ！！ 

カȊȘȓのƏǜち 

色が 2 色！
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園ưɟʴɟᤴのఎؔǛするƜとになり、ٰ᣼ᓔのミニトマトǛᏋてる 

Ɯとになっƨŵᅑ༵൐のလưఎؔƞれているのǛᙸƨƜとがƋる܇Ʋも 

もいƨが、ミニトマトǛᒁからᏋてるƜとǛჷらない܇ƲもがٶƘ、 

Ĭ 「ƜれがトマトになるǜᲹ」「ƜれってトマトのហちǌǜなǜᲹ」 

と૙ࠖにݮƶてƖƨŵ  

Ƃ考 ݑƃ 

 ミニトマトǛࡃưᝰっƨり˂の家庭からもらっƨりするƜとはƋるが、ᏋてるƜとǛИめてኺ᬴

する܇Ʋもᢋの「ƜれがトマトになるǜᲹ」とɧ࣬ᜭそƏにݮƶるۋに、૙ࠖはミニトマトのᏋって

いƘᢅᆉǛ܇ƲもにˡえていƖƨいとज़じƨŵままƝとᢂƼがڤƖな܇Ʋもがٶいのư「トマトのហ

ちǌǜ」といƏᚕᓶがЈてƖƨのだろƏŵミニトマトへのग़ბのᑻဃえが˨えƨŵ 

൑ଐ൦ǍりǛするɶư、᲻児がᐯЎのミニトマトのᒁに᰾色いᑶがԵいているの 

Ǜᙸ˄ƚ、Ĭ「έဃ、トマトに᰾色いおᑶがԵいとる」とჷらƤにஹƨŵ「ஜ࢘だƶŵ 

トマトもおᑶがԵƘǜだƶŵすƝい、ႆᙸだƶŵ」と૙ࠖがሉえると、

ĭそのǍりとりǛᙸていƨ˂の܇ƲももᐯЎのミニトマトにもᑶがԵ 

いているか੕しにᘍっƨŵ「΄のもԵいとっƨ」「ᅶのも」といƏ٣が 

ƋちƜちからਫがり、そのଐから൦Ǎりにьえてᑶ੕しも፼ॹになっƨŵ

Ĭ܇Ʋものൢ˄Ɩ・ႆᙸ  ĭ੕൭・ᛦ௹ 

Ƃ考 ݑƃ 

 今まưはƨだ൦ǍりǛಏしǜưいƨ܇Ʋもᢋだっƨが、ミニトマトのᑶǛᙸ˄ƚてからは、ミニトマ

トǛᚇݑしƨりᑶǛᙸ˄ƚてշǜだりするなƲ、ミニトマトの҄٭にᐻԛǛもって൦ǍりǛするよƏに

なり、ൢਤちの҄٭がᙸられƨŵ 

 

                                              

 

 

ʙ̊１  「トマトのហちǌǜᲹ」 ５உ 10 ଐ                ૙ࠖのੲя 

                   

ʙ̊２  「おᑶがԵいƨ！」 ５உ 22 ଐ 

ʙ̊３  「ዯ色のミニトマト」 6 உɥକ 

ミニトマトっておもしろい！ ４歳児 

 

 

Ɯれ 

トマトなǜᲹ 

Ĭွբ 

 
おᑶ 

Եいとる！ 

Ĭ ᲼児が、ミニトマトのᑶがƨƘƞǜԵいているɶにዯ色の実がなっている 

のǛႆᙸして、ᡈƘのᲽ児にჷらƤƨŵĭ「ᑶの後に実がưƖるǜǍư」と 

Ჽ児が᲼児にˡえると、Į「そƏなǜǍ」と᲼児はじっとዯ色のトマトǛᙸつめ 

ていƨŵ 

 Ʋもの心のѣƖ܇
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 ዯ色だっƨミニトマトがだǜだǜ色˄Ɩڼめ、ዯ色からǪȬȳジ色に҄٭していƨŵ「トマトはហǍư」

とᚕƏ܇Ʋもがいƨのだが、実ᨥの҄٭はዯ色からǪȬȳジ色ưƋるŵĬ「ɧ࣬ᜭǍな」といƏ٣がᎥƜ

えƨŵ 

 Ƌるଐ、૙ࠖがトマトのജがƋるƜとにൢ˄Ɩ、クȩǹưኰʼしƨŵ“ݱƞい଺には᩷い஌、ٻƖƘなっ

ƨらហい஌”といƏജᚺがƋり、ĭ「今のトマトも、ٻƖƘなっƨらμᢿហ色になるǜちǌƏᲹ」と考え

る܇Ʋもがいƨŵ 

 

 

Ƃ考 ݑƃ 

トマトはហ！と࣬っていƨ܇Ʋもがٶかっƨが、実ᨥの色の҄٭にᭃƖɧ࣬ᜭだなといƏൢਤち

がٻƖƘなっƨŵミニトマトがだǜだǜと色˄いていƘƜとにൢ˄いƨのは、実ᨥにᏋてて൑ଐᚇݑ

しƨኽௐの学ƼưƋるŵ実ᨥにኺ᬴するƜと、ዒዓするƜとのٻЏƞǛોめてज़じているŵ 

ʙ̊ 6 「ƖƘなっƨらហい஌ٻ、ƞい଺には᩷い஌ݱ」  4 உ 24 ଐ 

 

ʙ̊５  「ミニトマトもお૝ഩにᘍƘからちǌƏᲹ」 7 உ 1 ଐ 

Ĭ ܇Ʋものൢ˄Ɩ・ႆᙸ ĭˡᢋ・σஊ Į܇Ʋものൢ˄Ɩ・ႆᙸ 

  

  

  

Ƃ考 ݑƃ 

᲼児は、ᐯЎのᒁにዯの実がなっているƜとにൢ˄いƨが、ᆳ໱実がなっƨと࣬っていƨよƏだŵ

Ჽ児から、ᑶの後に実がなるといƏƜとǛᎥƖ、ૼƨなൢ˄ƖがفえƨŵᲽ児も᲼児にˡえ、「そƏ

なǜǍ」とσज़してもらっƨƜとư฼ឱज़Ǜज़じるƜとがưƖƨŵ 

 ƜれǛƖっかƚにトマトの色˄ƖにᐻԛǛもち「トマトって、᰾色とかǪȬȳジとか黒とかもƋる

ǜǍư」とᛅす܇Ʋももいƨŵそのൢ˄ƖǛ˂児にもኺ᬴してもらいƨいと࣬い、᰾色（౹ό࢟）と

ǪȬȳジ色のミニトマトǛプȩȳǿーにౡえてǈƨŵ 

 
トマトに 

色がついてる！ トマト ˺ᚺ ᒱӮന ˺୺ ٻɶऍ 

１Შトマトって かǘいいなまえだƶ 

  Əえからよǜưもトマト 

しƨからよǜưもトマト 

 

２Შトマトって なかなかおしǌれだƶ 

  ちいƞいとƖには ƋおいƾƘ 

  おおƖƘなっƨら ƋかいƾƘ 

ձွբ ĭ੕൭ 

 

 ዯ色からǪȬȳジ色になっていƨミニトマトがហƘなり、ӓᆫのଐǛᡇえƨŵクȩǹưᏋてていƨǪ

Ȭȳジと᰾色のミニトマトも色˄Ɩ、ɟደにӓᆫしƨŵӓᆫのᨥ、ミニトマトǛȘǿとɟደにӓᆫしƨ

Ჾ児に、Ჿ児がĬ「トマトにࠞ܇ついとるǍǜ」とᛅしƨŵクȩǹưその˟ᛅのಮ܇Ǜˡえ、「˴ưミニ

トマトはࠞ܇ǛᘮってるǜǍろƏᲹ」と૙ࠖがݮƶると、「୛いからちǌƏᲹ」「トマトもお૝ഩにᘍƘ

からちǌƏᲹ」といƏॖᙸがЈƨŵ૙ࠖが「お૝ഩってƲǜな᫘にするǜǍろᲹ」とᎥƘと、「᠃がって

ᘍƘǜǍǜ」といƏሉえがᡉってƖƨのư、૙ࠖはဒெǛဇॖしてקᢊにᙸᇌて、ĭǪȬȳジǍ᰾色の

トマト、色˄ƘЭのዯ色のトマトもɟደに᠃がしてǈるƜとにしƨŵ 

すると、ミニトマトの૝ഩからĮ「ƲれがଔいかなᲹ」とӐᢋとʖेし、ᇤʗへとႆޒしていっƨŵ４

色のミニトマトǛӷ଺に᠃がすと、˴ׅǍってもហ、ǪȬȳジ、᰾色、ዯの᪯になっƨŵ 
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園ưプーȫᢂƼがڼまってしƹらƘኺっƨƋるଐ、൦ǍりǍӓᆫǛしていƨ᳀児が「トマトも΄ƨち

ǈƨいにプーȫに入るǜかなᲹ」とつƿǍいƨŵ「ǈǜなとӷじプーȫには入れないƚƲ、おᢿދưトマ

トǛプーȫに入れてƋƛるᲹ」と૙ࠖが੩కすると、Ĭ「Ǎりƨい！」とᡉʙがᡉってƖƨŵそƜư૙

ࠖはᡢଢのܾ֥に൦Ǜ入れ、ミニトマトဇのプーȫǛつƘっƨŵĭហ、ǪȬȳジ、᰾色、ዯのトマトǛ

൦に入れてǈると、ហとǪȬȳジはආǈ、᰾色とዯはූかǜだŵ 

すると、܇ƲもᢋのɶưĮ「˴ưហとǪȬȳジはආǜư、᰾色とዯはූかƿのかなᲹ」といƏွբが

ဃまれƨŵμՃưᛅしӳってǈると、į「᠉いからආǜư、᣻いからූかƿǜǍ」といƏॖᙸưɟᐲし

ƨŵ 

 

ʙ̊ 6  「ミニトマトもプーȫに入るǜかなᲹ」 7 உ 10 ଐ 

 ӓᆫ！ 

 

 
 

よーい、Ʋǜ！ 

Ⴧっហなトマト 

いっƺい੔れƨよ！ 

 

なǜưかなᲹ 

 

お૝ഩにᘍƘから 

ちǌƏᲹ 

 ௹ᛦ・ࣄƲものൢ˄Ɩ・ႆᙸ ĭᚾᘍ Įᚾᘍ・Ӓ܇

 

  

  

Ƃ考 ݑƃ 

ミニトマトのȘǿǛࠞ܇、૝ഩにᘍƘからࠞ܇ǛᘮっているといƏႆेに૙ࠖはज़心しƨŵࠞ といƏ܇

ႆेは、୍ െᐯЎᢋがٳへЈる଺にࠞ܇ǛᘮるといƏƜとからƖているのưはないかとਖ਼ยするŵ܇Ʋも

のႆेにσज़し、᠃がすといƏ࿢ؾǛแͳしƨƜとư、܇Ʋもᐯ៲が˴ࡇもᚾすۋがᙸられ、Ʋれがଔい

かといƏᇤʗᢂƼへとႆޒしていっƨŵ 

ƏǘƊ！ූかǜだ！！ 

Ĭਪ৆ ĭᚾᘍ・ᛦ௹ Įွբ įˡᢋ・σஊ・ኛࢽ 

 

 

 



16 

 

᠉いЍූかƿ・ă᣻いЍආǉの᧙̞にൢ˄いƨ܇Ʋも 

ᢋŵӷじミニトマトなのに、ᆔ᫏がᢌƏとなƥූかƿ 

ものǍආǉものがƋるのかといƏွբがဃまれ、 

ĭ「今ࡇはミニトマトǛЏってɶ៲ǛᙸてǈよƏ」と 

いƏ᳁児のᛅǛӖƚ、૙ࠖがミニトマトǛҞЎにЏっ 

てǈƨŵɶにはジȥȬのよƏなものとᆔが入っており、 

Į「ᆔのૠがᢌƏからූかƿのとආǉのがƋるǜちǌ 

ƏᲹ」といƏॖᙸがЈƨŵ 

įᆔǛૠえてǈると、ආǜだトマトの方がූかǜだトマト 

よりもᆔの᣽がݲしٶかっƨŵİ「Ǎっƺりな」と܇Ʋもᢋも 

 だっƨŵൢॖࢽ

ʙ̊ 7  「˴ưආǉǜǍろᲹ」 7 உ 10 ଐ 

ʙ̊ 8  「トマトがϵっƨ！」 7 உ 17 ଐ 

Ƃ考 ݑƃ 

 ૙ࠖは、܇Ʋもᢋが᠉いЍූかƿ・᣻いЍආǉの᧙̞性 

にൢ˄いていないのưはないかとਖ਼ยし、൦Ǜ入れƨȚッ 

トȜトȫとカȩーȜーȫǛဇॖしƨŵそして、Ʋちらが᣻ 

いかǛɟʴƣつにਤƨƤてᄩᛐすると、Ʋの܇もȚットȜ 

トȫの方が᣻いとሉえƨŵ次に、ȚットȜトȫとカȩーȜ 

ーȫǛミニトマトဇのプーȫに入れƨŵኽௐは、ȚットȜ 

トȫはආǈ、カȩーȜーȫはූかǜだŵƜのƜとにより、 

 Ʋもᢋは᣻いものはආǈ、᠉いものはූかƿ、といƏƜとに܇

ൢが˄ƘƜとがưƖƨŵ 

 Ʋっちが᣻いかなᲹ 

 Ɯっち！！ 

 
ហのトマトの方が 

ᆔがٶい！ 

 

がූかǜだトマト

だからආǜだǜǍ！ 

Ǎっƺりな！ 

ձွբ ĭᚾᘍ・ᛦ௹・࠼がり Įൢ˄Ɩ įᛦ௹ İኛࢽ 

 

 

 

  

Ƃ考 ݑƃ 

 ミニトマトへのᐻԛがƞらにขまっƨƜとにより、「なƥූかƿᲹなƥආǉᲹ」「トマトǛЏってɶ

ǛᙸてǈよƏ」といƏൢਤちがဃまれƨのưはないかと࣬Əŵ᠃がす、൦に入れるのʙ̊の଺よりも

ಮŷなॖᙸがЈていƨが、そƜからွբのᚐൿに向ƚては૙ࠖのੲяǛ࣏ᙲとしているとज़じƨŵ 

Ʋもᢋが、ミニトマトǛ᠃がしƨり、ූかǜだりආǜだりするɧ࣬ᜭƞǛಏしǜưいƘɶư、૙ࠖ܇

ᐯ៲がϵっƨミニトマトがƲƏなるのかǛᚾしてǈƨいといƏൢਤちがᑻဃえƨŵそƜưミニトマトǛ

ϵらƤてǈƨŵ܇Ʋもᢋはϵっƨミニトマトにᐻڠしていƨが、Ĭ「お൦に入れてǈよƏ」とᲿ児がす

ƙに൦に入れ、ƲƏなるのかǛᚇݑしていƨŵ今ׅも、ហ、ǪȬȳジ、᰾色、ዯのトマトǛ１つƣつ入

れるとϵっƨトマトは４つともූかǜだŵ܇Ʋもᢋは、「Ǎっƨ！」とٻշƼしていƨのだが、ĭ଺᧓

がኺつとトマトは４つともආǜưいっƨŵ「˴ưϵっƨトマトはූかǜだのかなᲹ」と૙ࠖがբいかƚ

ると、Į「トマトのɶ៲がϵっとるからǍ」といƏሉえがᡉってƖƨŵ 
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ʙ̊ 9  「ƲれがɟဪᧈƘූƘかなᲹ」 7 உ 18 ଐ 

トマト 

ϵっとるー！！！  
ᙸて！ 

μᢿූかǜだư！  
Ƌ᳸ 

ආǜưもƨ᳸ 
଺᧓が 

ኺつと・・・ 

Ƃ考 ݑƃ 

 ૙ࠖがॖ׋ႎにミニトマトǛϵらƤ、ׄ つともූかƿといƏまƞかのޒ᧏になり、ɧ࣬ᜭだな、᩿

白いなといƏ܇ƲものൢਤちのขまりǛज़じるƜとがưƖƨŵ૙ࠖもွբに࣬っƨƜとǛ実ᨥにᚾ

してǈるƜとư、܇ƲもᢋとɟደにૼƨなႆᙸǛするƜとがưƖƨŵ 

Ĭ ᚾᘍ・ᛦ௹・࠼がり ĭᛦ௹ Įᚾᘍ・ᛦ௹・࠼がり 

 

  

 

  ϵっƨトマトǛූかƹƤƨ後、Ĭ「Эǈƨいにׄつɟደに入れてǈよƏ」といƏᲿ児の੩కǛƖっ

かƚに、ĭƲれがᧈƘූかǜưいられるかǛǈǜなưʖेしてǈよƏといƏƜとになっƨŵហがᲰ３ᅺ

ưආǈ、その後、ǪȬȳジᲱ８ᅺ、ዯ１８Ჰᅺ、᰾色２００ᅺといƏ᪯ưආǜưいっƨŵ 

  

 

 

 

 

 

Ƃ考 ݑƃ 

Ƙ、ƲれがᧈƘූƘかᇤʗになっƨŵૠǛૠえるࢍ児のɶư、ǍはりᇤʗにしƨいといƏ࣬いが࠷ 

のは、૙ࠖと܇Ʋもᢋưɟደに「いち、に」とૠえていっƨŵɟደにૠえるƜとưミニトマトがආǉ

Ɲとにസࣞがっƨりշǜだりするۋがᙸられ、２００ᅺといƏᧈい᧓、இ後まưᚇݑするƜとがư

Ɩ、܇Ʋもᢋのミニトマトへのᐻԛ᧙心の࠼がりǛज़じるƜとがưƖƨŵ 

いーち、 

にー・・・ 

 ᰾色Ǎー！ 

Ĭᚾᘍ・࠼がり・ขまり ĭᚾᘍ・੕൭・ᛦ௹ 

 

 

Ƃज़ ेƃ 

ミニトマトǛɟʴɟᤴᏋてるƜとư、「ᐯЎのもの」といƏग़ბがิƖ、トマトがᒊ৖な܇もဃᧈǛಏ

しǈにしながらᏋてるƜとがưƖƨŵまƨᐻԛǛもってᏋてるƜとư、ᑶがԵいƨƜと、ݱƞな実がưƖ

てٻƖƘなるƜと、ݲしƣつ色が҄٭するƜとなƲのݱƞな҄٭にもൢ˄ƘƜとがưƖƨŵӓᆫのᨥの

「トマトがࠞ܇Ǜᘮっているのはお૝ഩにᘍƘからじǌないᲹ」「トマトもプーȫにはいるのかなᲹ」と

いƏ܇Ʋものज़性に૙ࠖはᭃいƨŵその࣬いǛӖƚഥめσज़していƘƜとにより、ミニトマトɟつưいろ

いろなᢂƼǍᐻԛのขまりにႆޒしƨŵ૙ࠖのੲяのٻЏƞǛોめてज़じるƜとがưƖƨŵ 

   ᠉い・᣻い、ූかƿ・ආǉのʙ̊ưは、その᧙̞性Ǜ４歳児にƲƏしƨらƏまƘˡえられるかपǈ、

૙஬ᄂᆮのٻЏƞǛ実ज़しƨŵ 

ǛૢえるƜとưွؾƲもᢋの「ɧ࣬ᜭだな」「なǜưだろƏᲹ」といƏൢਤちに૙ࠖが݃りชい、࿢܇

բがᚐൿしƨりᐻԛがขまっƨりするŵ今ׅのූかƿ・ආǉのʙ̊後、家庭ưもいろいろな᣼ᓔǛ൦にූ

かǂƨ、といƏ܇Ʋもがおり、ᐻԛのขまりǛज़じƨŵ 

今後もଐŷのᢂƼǍኺ᬴、˳᬴のɶưဃまれƨ、܇Ʋもᢋの「なǜưだろƏᲹ」に݃りชい、ੲяǛし

ながら保ᏋǛᡶめ、「なǜưだろƏᲹ」から「ƨめしてǈよƏ」のםӨƮƘりǛしていƖƨいŵ 
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ʙ̊１ 「ǘ！ൢਤちफい᳸」 Ჰஉɥକ （保護者の࣬い、҄٭ ૙ࠖのੲя）

 プȩȳǿーのȓǪȩに黒い࠷虫がいるのǛᨀ園଺に܇Ʋもがᙸ˄ƚƨŵ

۹しそƏに܇ƲもƨちはᙼƖᡂǜưいるが、ǄとǜƲの保護者は「え᳸ൗ

虫Ჹ」「ᚑってٻɣپなǜưすかᲹ」とɟഩࡽいてᙸているŵ܇Ʋもᢋが

「ᙸて！」と࠷虫Ǜ৖にʈƤてᙸƤにᘍっても「ƖǌƋ！」「もってஹǜ

といて！」と᫊ǛӒらしƨり、ᡜƛƨりする保護者がいƨŵ܇Ʋもᢋには

「˴になるのかなᲹ」と஖ࢳǛもƨƤていƨが、保護者には「ȄマǰロȒ

ȧǦȢȳといƏチȧǦの࠷虫ư൒はないưすよ」とˡえƨŵ૙ࠖのᛟଢư

ኛࢽしƨ保護者もいƨが、まだɧܤそƏなᘙऴǛしていƨり、࠷虫に᧙心がᕓい保護者もいƨŵ 

Ƃ考 ݑƃ 

  ᙸƨ目がǰロテǹクなȄマǰロȒȧǦȢȳの࠷虫は܇ƲもにはӖƚ入

れǍすいが、保護者にはなかなかӖƚ入れられにƘいよƏだŵٻʴのɭမ

ưはᬘ௨ǈのᕓい࠷虫ưƋるໝ、࣏ᙲˌɥにऀがっƨり、Ӓݣにᐻԛがᕓ

かっƨりする保護者がٶかっƨŵ܇Ʋものᐻԛに݃りชってǄしいとᫍ

い、ਫ਼ᅆの方ඥǛپ߻するƜとにしƨŵ 

 

ʙ̊２  「えᲹƜれってᚑれるǜᲹ」 Ჰஉɥକ 

学ဃǍその保護者も園の྘᧙Эݱ学ఄのᆰƖ૙ܴǛˎ園ᑀにしているໝ、્課後クȩブǛМဇするݱ

ǛᘍƖஹするŵਫ਼ᅆǛしڼめてから「なにがおるǜᲹ」「ᚑってもええǜᲹ」とᐻԛ඾ŷにᙼƖᡂǉݱ学

ဃがفえƨŵ 

「ΟしƘᚑってƶ」と٣ǛੑƚるととてもಏしそƏに࠷虫Ǜᚑっƨり、その後の҄٭Ǜಏしǈにしƨり

するۋがᙸられƨŵݱ学ဃのᛅǛᎥƖ、્課後クȩブのᡇえの଺にǘƟǘƟᇌち݃って「Ɯれがその࠷虫

なǜưすƶ」とᐻԛǛᅆすݱ学ဃの保護者もưてƖƨŵ 

 そのۋǛ園の保護者がᙸƨり、お̝りǍ HP ưჷらƤƨりするƜとưᐻԛがᕓかっƨ保護者も᧙心Ǜ

ᅆすよƏになってƖƨŵ 

 

Ƃ考 ݑƃ 

 ਫ਼ᅆǛЎかりǍすƘしƨƜとưݱ学ဃにもᐻԛがもてƨよƏだŵ્課後クȩブへのᆆѣの଺᧓とᨀ園଺

᧓が᣻なる୴ଐがƋり、࠷虫とのᚑれӳいǛಏしǜưいるݱ学ဃǛ園の保護者が目にするƜとư、ݩஹの܇

ƲものۋǛे΂しƨり、ࢹŷに࠷虫のཎࣉǍ᫢性、٭७のಮ܇なƲにᐻԛǛᅆしƨりするよƏになっƨŵ܇

Ʋもが「ᙸて！」と保護者の目のЭに࠷虫ǛもっていってもˏƚӒっƨり、ᡜƛだしƨりする保護者はいな

Ƙなり「ǄǜとǍƶ」「へƐǪȬȳジの೉ಮがƋるǜǍ」と܇ƲものつƿǍƖに᎚Ǜͼƚるۋがᙸられるよ

Əになっƨŵ 

                         園から家庭、そして園へ園へ 保護者 

 

虫Ǜ৖にʈ࠷

Ƥるݱ学ဃ 

学ဃが家ଈݱ

にᛟଢǛして

いる᩿ئ 

 ᦷǛǳȔー׋

 虫のӸЭǛଢᅆ࠷
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ʙ̊３ 「ȉクロのᆔ」 ５உɥକ᳸6 உɦକ

保護者が園の྘᧙に᫭ってƋる݃Ƥౡえのౡஙᤴのͯư、「έဃ、

Ɯれって᣿ᮄᒬưすよƶŵƜǜなᆔってưƖるǜưすかᲹ」とઃ࠘

ᇢ஛のဒ᩿ǛᙸƤながらݮƶてƖƨŵᙸるとȉクロそっƘりのᆔ袋

がϙっているŵ૙ࠖもჷらなかっƨのư今まưᑶがኳǘると৷いて

いƨ᣿ᮄᒬだが、ဃᧈǛஇ後まưᙸܣるƜとにしƨŵするとஜ࢘に

ȉクロのよƏなᆔ袋がЈஹ、それǛਫ਼ᅆすると܇Ʋもも保護者もᭃ

Ɩのᘙऴưᙸ入っていƨŵ

Ƃ考 ݑƃ 

  保護者からのऴ報ưૼƨなႆᙸがưƖƨŵ4 உからዒዓႎに園の取組Ǜႆ̮していっƨƜとư保護者

のൢ˄ƖもفえƨよƏだŵऴ報੩̓してƘれƨ保護者も、実ᨥに˳᬴ưƖƨƜとư܇ƲもӷಮのշƼと

ज़ѣǛԛǘƏƜとがưƖ、より៲ᡈなѣౡཋへの᧙心が᭗まっƨŵ 

 

Ƃज़ ेƃ 

  今ࡇ࠰は܇Ʋもƨちの෇ѣのಮ܇Ǜ HP Ǎȉǭȥȡȳトưᆢಊႎにऴ報ႆ̮し、チȧǦǍǬのᖷ҄Ǎ

፶҄のಮ܇はЈஹるだƚ実ཋǛޒᅆしてƖƨŵそれがƖっかƚになり、家庭ư܇Ʋもとも˟ᛅがفえƨ

ƜとがǢȳǱートにもᘙれていƨŵクȩǹư܇ƲもᢋがᐯЎưᙸ˄ƚƨり、ൢ˄いƨりしƨƜとǛႆᘙ

するئǛᚨƚるƜとư、保護者もႇᨀ園଺にᑶǍଝ虫Ǜ܇Ʋもとɟደに੕しƨり、࠷虫Ǜᙸ˄ƚて「Ɯ

れって˴ưすかƶ」と૙ࠖにݮƶƨりするۋがفえてƖƨŵ保護者もᐯЎからႆ̮しƨƜとが܇Ʋもᢋ

のᐻԛにつながるƜとư、園の保ᏋへのӋьॖᜤが᭗まり、取組へのྸᚐǍңщがよりขまっƨと࣬ǘ

れるŵ܇Ʋもᢋが׋ᦷưЎからないƜとǛ家庭ưᛦǂてƖてƘれƨり、૙ࠖがИめて˳᬴するȐǱȄᆖ

のᏋて方Ǜᅑ༵にᎥいて૙えてƘれƨり、とಮŷなȐックǢップǛࢽるƜとがưƖƨŵ園ϋᄂ̲Ǎٳᢿ

ᜒࠖからの学ƼもٻЏだが、保護者がもつჷऔとپ߻のщのٻƖƞǛોめてज़じƨŵ 

   

   

ኺᢅǛჷらƤ

るਫ਼ᅆ 

ƞなƗのئ৑

ǛЎかりǍす

Ƙᘙᅆ 

 

፶҄しƨȄマǰロ

ȒȧǦȢȳ 

拡ਘٻϙჇと

実ཋǛਫ਼ᅆ 

保護者˺ってƘれƨȚッ

トȜトȫのྜྷφの˺り方 

ȐǱȄᆖのӓᆫのǿǤミ

ȳǰǛ実ཋ˄ƖưਤӋ 

Ʋもとɟደに܇ᅆཋǛޒ

ᙸているۋ 
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４ まとめ 

今࠰はᚡ᥵のɶư܇Ʋもの心のѣƖǛЎௌし、܇Ʋもの˴がᏋまれ、૙ࠖのੲяがƲƏӒପƞれていƘのか

Ǜᛠǈ取っていっƨŵǨȔǽーȉǛਰりᡉるƜとư૙ࠖのੲяがᢘЏưなかっƨり、もっとᢌƏǍり方がƋっ

ƨりするƜとがЎかり、ᄩ実に૙ࠖの᝻ឋ向ɥにつながっていっƨŵ 

 5 歳児の取組ưဃ᫲の଱᩼ǛクȩǹưᛅしӳƏЭに、૙ࠖ᧓ưはそƏいƏ᩿ئがឪƜっƨ଺ࣖݣǛƲƏす

るか、ଏに課題にਫがっていƨŵಮŷなʙ̊Ǎᢅӊのኺ᬴Ǜᛅしӳっƨɶư、ൿして૙ࠖᐯ៲の̖͌ᚇǛ܇Ʋ

もに਀し˄ƚƣ、܇Ʋもƨちのኽᛯに˓ƤよƏといƏƜとになっƨŵ実ᨥにその᩿ئがឪƖƨƜとư૙ࠖのᡕ

いがưƨが、܇Ʋもƨちᐯ៲がኛࢽするまưᛅしӳえƨƜとは、܇Ʋもにも૙ࠖにもᝮ᣻な˳᬴になっƨŵ 

ԡがつながっていƘといƏ、᫢ཋᡲᦋまư܇Ʋもƨちが˳ज़ưƖƨƜとはٻƖなӓᆫだろƏŵƋる保護者か

ら「今まư虫ǍဃƖཋǛ਺まえるとʏ୧にৢってരなƤてしまƏƜとがٶかっƨのưすが、園ưいろいろな᫫

Ꮛに取り組ǜưƘだƞっているおᨏưဃƖཋǛᙸ˄ƚてもƀ᫫ってǈƨいƁƀᏋててǈƨいƁといƏᚕᓶが܇

ƲもからᎥかれるよƏになりましƨŵ」といƏᛅǛᎥかƤてもらっƨŵ܇ƲもƨちのɶにဃƖཋǍଝ虫はҥな

る「もの」ưはなƘ「ԡƋるӐᢋ」といƏॖᜤがᑻဃえているƜとにᄂᆮの঺ௐǛज़じƨŵ 

 まƨ、4 歳児の取組ưはɟつのᄂᆮݣᝋཋǛƲƏ保Ꮛに取り入れていƘか੕っていƘƜとư、܇Ʋものつ

ƿǍƖǍൢ˄Ɩから૙ࠖがʖेしてなかっƨᢂƼがဃまれƨŵ૙ࠖが܇Ʋもとσに「ƨめしてǈƨい」といƏ

ॖഒが᭗まり、そのۋѬがᄂᆮのขまりにࢨ᪪していっƨとज़じるŵ 

 ᛯ૨に᠍ƤƖれなかっƨᐔٻなǨȔǽーȉのɟつɟつが܇Ʋもᢋの「科学する

心」がᏋまれƨឱួưƋり、ؔǘれつつƋる「学Ƽに向かƏщ」のᔛᆢưƋるŵ

「ჷっている」ƜとǛفǍすのưはなƘ「Ўかる」ƜとǍ「ЈஹるƜと」ǛٻЏ

にし、考えƨり、ᚾしƨり、پ߻しƨり、ᘙྵしƨりするᏡщǛƜれからもᏋǜ

ưいƖƨいと࣬Əŵ 

 

５ 課題と今後の方向性 

ମࡇ࠰の課題ưਫがっていƨݱ学ఄ૙Ꮛへの੗ዓと঺ௐǛ౨ᚰする取組Ǜᚘဒしていƨが、ᎰՃがǄǅ入

れஆǘるʴʙီѣが 4 உにƋり、ᆢǈ᣻ƶがҗЎにưƖなかっƨƜとǛӒႾするŵ

しかし、ݱ学ఄとのᡲዂ˟ư࠷ᆐ園の૙Ꮛがݱ学ఄưしっかりఌ˄いている報告ǛӖƚ、今まưの取組は঺

ௐがƋっƨと実ज़ưƖƨŵஹࡇ࠰からはƜƲも園にᆆᘍしݱ学ఄఄᑀưのဃ෇はኳʕするが、今まưؔってƖ

ƨ૙ࠖ᧓のʩ්Ǎ児ᇜǍҡ園児とのᚑれӳいはዒዓしていƖƨいと考えているŵ 

 まƨ、܇Ʋもƨちのɼ˳ႎに学ƿщǛዒዓしていƘには園の取組だƚưはɧҗЎưƋるƜとǛज़じƨŵより

ƲもᢋのॖഒǍʴ᧓性のᏋち܇ѬがۋǛૢえるのに保護者のңщはഎかƤないŵ保護者のؾƘのऴ報Ǎ࿢ٶ

がဃ෨にǘƨりࢨ᪪ǛӏǅすƜとはᚕƏまưもないŵ保護者のྸᚐとңщǛࢽて「ɧ࣬ᜭっておもしろい」と

ज़じ、「なǜưだろƏ」とွբǛもち、「ƨめしてǈよƏ」といƏॖഒǛዒዓưƖるよƏ࠷児૙ᏋǛਃƏ଀ᚨと

してưƖるƜとは˴か、Ɯれからも੕っていƖƨいと࣬Əŵ 

 

 

 

ᄂᆮˊᘙ者   ჽ߷ ፦保 

ᄂᆮ者     ᕲҾ ɢᝮ޻ࡠ ܇ ዋ፦ 

チȧǦのᗆԈい˳᬴ 

፶҄しƨカブトムシ

にᐻԛǛᅆす家ଈ 

学ఄからいƨだݱ

いƨప 

2 ᆔ᫏のჿኄưప

ジȥーǹにਪ৆ 




